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本日のながれ

ハワイ州およびハワイ州コロナ事情概要
ハワイ大学概要とコロナ感染事情
ハワイ大学コロナ感染予防対策
ハワイ大学マノア校図書館概要
ハワイ大学マノア校図書館のコロナ禍サービス
ポストコロナの大学図書館ー「新しい日常」と
は?（私見）





ハワイ州の人口分布(全人口141万人）
https://census.hawaii.gov/wp-content/uploads/2020/06/Hawaii-Population-
Characteristics-2019.pdf

オアフ島

白人

アジア系



コロナ状況ｰ米国



ハワイコロナ状況ｰ毎日の感染者数
https://health.hawaii.gov/coronavirusdisease2019/what-you-should-know/current-situation-in-hawaii （11月23日現在）



コロナ禍でのハワイ州指針例
https://governor.hawaii.gov/wp-content/uploads/2020/10/2010105-
CCH_Honolulus-COVID-19-Reopening-Framework-distribution-signed.pdf

指針／段階 1段階 2段階 3段階 4段階

感染者数（オアフ島の7日間の平均） >100 50-100 20-49 <20

テスト陽性反応率 >5% 2.5-5% 1-2.49% <1%

人の集まり一般 5 5 10 25

公園・ビーチ・ハイキング路・キャンプ場 5 5 10 25

屋外での教育機関以外のティームスポーツ X X X O

葬儀 10 10 25 25

床屋・ヘアサロン O O O O

映画館 観客50%、SD、飲食X 観客50%、SD 観客50%、SD 観客50%、SD

公共交通 乗客50%、マスク着用 乗客50%、マスク着用 乗客50%、マスク着用 乗客50%、マスク着用

公立学校 (大学は自主判断基準) 遠隔 ハイブリッド 小学校対面・他ハイブリッド 対面





ハワイ大学システム10キャンパス

マノア校



ハワイ大学マノア校
創立1907年 カーネギー高度研究機関 1

学位の種類

州内 州外



日付 州指針 ハワイ大学キャンパスタイムライン

1/13 感染者なし 春学期開始

2/27 感染者なし 学⾧からコロナ注意事項情報発信: 州政府が中国・イランへの旅行禁止要請。必要品の備蓄。個々人への
感染防止対策要請。

3/3 感染者なし 大学関係出張の制限。

3/6 4 ハワイ州感染者第1号（ダイアモンドプリンセスクルーズ船乗客）

3/20 4 大学関係者以外のキャンパス立ち入り禁止。在宅勤務奨励。詳細は各部の判断にゆだねる。

3/30 4 春休み明け(3/30)から遠隔授業へ切り替え開始。大部分のキャンパス建物は閉鎖。図書館は開館。

4/2 4 大学関係者2名が陽性反応

5/26 4 夏学期（5月26日～8月14日）450以上のコースをすべて遠隔授業移行決定

7/9 2 連邦政府の遠隔授業期間の留学生に対するvisa取り消しへの反対および留学生滞在許可声明

7/13 2 州外渡航者への14日間の隔離義務を8月一杯まで延⾧。ただし帰還大学生は免除。

8/24 1
8月24日からの秋学期コース:81.6%オンライン（2,711コース）、5.5%対面（184コース）、12.9% (429
コース)ハイブリッド。SD維持のため学生寮のベッド数は30％減。在宅勤務奨励。

8/27 1 市⾧がオアフ住人へ2週間の在宅令、大学はキャンパス出勤者を50％以下とすることを奨励。

11/20 1 2021年春学期もハイブリッドでの授業となることが決定。



ハワイ大学感染状況（11月22日現在）
https://www.hawaii.edu/emergency/important-health-information-novel-coronavirus/cases-of-covid-19/



ハワイ大学
コロナ感染予防対策



ハワイ大学マノア校教職員用連絡サイト・トレーニングビデオ
https://www.hawaii.edu/ohr/covid-19-info/



健康チェックと接触追跡アプリの義務付け



健康チェックと接触追跡アプリの義務付け



ハワイ大学
COVID-19
ガイドライン

清掃と消毒

マスクにつて

換気

オフィス空間とスタッフ



ハワイ大学関係者陽性のお知らせ
キャンパス内コロナ陽性のお知らせ

キャンパス内に住む4人の学生がコロナ陽性
だったことが分かり隔離されました。そのうち
3人が同じ学生寮に住んでいました。この4人と
ルームメイトの計9人はキャンパス外の隔離場
所に移動しケアを受けています。大学は学生の
様子を注意深く見守っています。接触追跡が進
んでおり、州当局へは連絡済です。

陽性の4人の学生は対面授業には出ていません。
学生寮の全住人・関係者には連絡済みです。ま
た、学生の部屋、共有場所、洗面所はすでに消
毒済みです。1人はキャンパスで働いており使
用していたオフィスは7日間閉鎖されます。コ
ロナ陽性者は正式に陰性と判断されるまでキャ
ンパスには戻れません。

個人のプライバシー保護のためこれ以上の情報
の共有はありません。



学生対象のカウンセリング
http://www.manoa.hawaii.edu/counseling/



ハワイ大学マノア校
図書館



年間統計概要

管理職

専門司書 サポートスタッフ 学生アシスタント

年間レファレンス
件数

プレゼンテーション

書籍数





リーダーシップ:管理職

Clem Guthro館⾧
2020年1月1日より
新館⾧として就任

スタッフの安全
 個々人のニーズを理解し、気持ちを静め、落ち込まな
いようにする。

 各部に詳細計画を指示:働く空間の再検討。必要備
品・機器のニーズ。オフィスの移動。利用者サービス
手段の再検討。学生アシスタントへの配慮。

 大学管理部と他の学部⾧とのコミュニケーション
 スタッフへの迅速・透明な情報共有:館内委員会。
図書館全体（メール）。各部のZOOM会議へ参加。

 コンソーシアム 館⾧間とのコミュニ
ケーション

 3月25日 “Hamilton Express” メルマガを始める。



Hamilton Express 5月9日号



リーダーシップ:最前線（アクセスサービス部）

Jean Thoulag部⾧

 スタッフと利用者の安全が最優先。
 A班とB班ローテーション
 人員確保
 仕事空間の安全確保

 利用者の資料のニーズに応える

 消毒液・安全備品の用意
 清掃スタッフとの調整
 アウトリーチグループを率いる

 米本土のアクセスライブラリアングループと議論
開始
 Project REALMテストサイトを採用
 Paging Service (3月～5月）
 Grab & Go 開始（6月1日）



Reopening Archives, Libraries, & Museums
https://www.oclc.org/realm/research.html  

3日間



コロナ対策緊急アウトリーチ
 利用者用ビデオ作製
 地元メディアへの連絡
 ポスター・サインのデザイン
 ウェブサイトFAQ・SNSのアップ
デート

 机・テーブル用サインの作成
 キャンパス内ラジオ・PR

 IT・システム調整・手続きの更新





 開館時間短縮 (3/16~から開始)・1階のみ開館
 平日8am-8pm･金曜8am-5pm･土曜10am-5pm･日曜12pm-5pm

 入館条件
 事前のLumiSightチェック
 本学ID保持者
 入り口でチェックイン
 マスク着用
 消毒慣行
 対人距離(SD)

 他者への配慮



 1階のみ開館
 予約資料の貸出・返却
 当日資料予約
 ノートパソコン・WiFiレンタル
 マイクロ資料アクセス
 視聴覚資料アクセス
 貸出カウンター(Access Services)



予約貸出 Request-Sign-Grab-&-Go (6/1~)
ハワイ大学関係者のみ、他島キャンパスへの送付、海外・米本土は除外



予約貸出 (Grab&Go) 合計統計2020年6月1日～10月31日
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 1階のみ開館
 予約資料の貸出・返却
 当日資料予約
 ノートパソコン・WiFiレンタル
 マイクロ資料アクセス
 視聴覚資料アクセス
 貸出カウンター(Access Services)

御用のかたはベルを
鳴らしてください。

新たに各140ｹ用意・他島
へも郵送・1学期間貸出



 1階のみ開館
 PC/WiFiアクセス
 一般参考書図書
 閲覧・学習場所
 スキャナーアクセス



スキャン・配信 (6/1~)



無料・無制限のデータベース試用アクセス・購読データベースのアクセス拡張提供

 3月17日～データベース業者25社から無料・無制限のデータベース・電子書籍の提供が始まる。
 ProjectMuse

 Kanopy films

 JStor Journal Archives & Books

 JoVE Science Education Library

 Cambridge University Press Textbooks, など

 3月23日～ ProQuest Ebook Centralの電子書籍アクセス拡大が始まる。

 3月24日～ Internet ArchiveのNational Emergency Library 140万冊へのオンラインアセス

 4月2日～ 日本のデータベース業者から試用アクセス、アクセス拡張が始まる。

 4月6日～ HathiTrustメンバー機関に対してのアクセス拡張。





北米の電子書籍購入選択肢
多くの同時アクセスが予想される際は以下の選択をする。
 Unlimited use license 無制限アクセス
 Nonlinear Lending (ProQuest Ebook Central) 同時アクセス数 (325アクセス）
 Concurrent Access license (EBSCOhost) (325アクセス）



北米の電子書籍購入選択肢
コースリザーブとコースパック (Fair Use)

ProQuest Ebook Central
電子リザーブ・コースパック・イントラネットからの利用の規定

提供されるサービスの機能を迂回しないこと、機関に登録された
利用者が利用することを前提に、電子書籍を電子リザーブやオン
ラインコースまたはイントラネットサイトから提供することがで
きる。

EBSCOhost

電子書籍は米国のFair Useに準じて利用することができる。

 Unlimited use license 無制限アクセス
 Nonlinear Lending (ProQuest Ebook Central) 同時アクセス数 (325ア
クセス）

 Concurrent Access license (EBSCOhost) (325アクセス）





当館購読データベースアクセス例 （2020年4月～10月）
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コロナ禍での新たな商業ビジネスサービスの例
https://media2.proquest.com/documents/ptoeprogram-participatingpublishers.pdf

• 冊子書籍は図書館にある
が電子書籍がない。

• 同じ本の電子版を半値
(50%引きの値段)で購入
し所蔵できる。

• 2日以内に冊子体に対応
する電子書籍を探してお
知らせすることもできる。



レファレンス統計
2019年と2020年の同時期比較

2019年3月24日～9月22日

6466

726 758
51 172

対面 メール 電話 チャット 個人相談

件数

2020年3月24日～9月22日

11
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チャット時間帯の拡張とスタッフ増強



その他の図書館サービス概要
Controlled Digital Lending (CDL)
2021年春学期より施行

 ILL/Document Delivery

 8/24～ GWLAコンソーシアム間優先および北米間 (Rapid ILL/DD)

 利用者教育
 学生対象のHow-to-videoの作成
 教員対象のHow-to-videoおよびZOOM配信
 ZOOMでのクラス内指導および予約個人指導

 展示・イベント
 オンライン展示への移行
 ZOOMイベントへの移行



その他の図書館サービス概要
 Controlled Digital Lending (CDL)

 2021年春学期より施行

 ILL/Document Delivery
 8/24～ GWLAコンソーシアム間優先および北米間
(Rapid ILL/DD)

 利用者教育
 学生対象のHow-to-videoの作成
 教員対象のHow-to-videoおよびZOOM配信
 ZOOMでのクラス内指導および予約個人指導

 展示・イベント
 オンライン展示への移行
 ZOOMイベントへの移行



その他の図書館サービス概要
 ILL/Document Delivery

 8/24～ GWLAコンソーシアム間優先および北米間

 Controlled Digital Lending (CDL)

 2021年春学期より施行

利用者教育
学生対象のHow-to-videoの作成
教員対象のHow-to-videoおよびZOOM配信
ZOOMでのクラス内指導および予約個人指導

 展示・イベント
 オンライン展示への移行
 ZOOMイベントへの移行

コースパックに電子書
籍を加えるには



その他の図書館サービス概要
 ILL/Document Delivery

 8/24～ GWLAコンソーシアム間優先および北米間

 Controlled Digital Lending (CDL)

 2021年春学期より施行

 利用者教育
 学生対象のHow-to-videoの作成
 教員対象のHow-to-videoおよびZOOM配信
 ZOOMでのクラス内指導および予約個人指導

展示・イベント
オンライン展示への移行
ZOOMイベントへの移行



ポスト･コロナの大学図書館
「新しい日常」に向かって考えたておきたいこと

（私見）



スタッフの在宅勤務（テレワーク）

 公私の区別の不明瞭さ
 ZOOM会議・メールの氾濫
 孤立感
 スタッフ・利用者とのコミュニ
ケーションの阻害

 対面から得られるニュアンスの欠
如

 セランデピティ的発見の欠如

ZOOM会議 210,114件
延べ参加者 1,749,245人

• 通勤時間の短縮
• 仕事効率の上昇
• スタッフ間のコミュニケーションの向上
• スタッフオフィス・スペースの再整備と
再利用?

• 新たなスタッフ教育・専門性教育の機会
• 距離感の短縮ー州外の同僚とのコミュニ
ケーション向上

• 新たな利用者獲得・Reach out

詳細な計画と細部への配慮!



「場としての図書館」のいみ?

 ラーニングコモンズ
 Maker’s Place

 プレゼン練習室
 グループ学習室
 利用者教育
 イベント・講演会
 ワークショップ
 展示



“Inside-out Library” “User Centered 
Services” 加速?

Outside IN 従来の構造
 利用者は図書館サービスに沿って研
究の流れを計画

 外から取得したコレクションを中
（図書館）で整理し供するのが図書
館のコアサービス

 図書館の中で発見(Discovery)がある
 専門性が隠れている（隠されてい
る）

 蔵書（コレクション）を中心に場所
（space）の構築を企画する。

Inside OUT 現在/これからの構造
 利用者の研究の流れに沿って図書館
サービスを構築

 全てのリソースを創造し、管理し、
利用し、共有する。

 発見(Discovery)はいたるところで起
こる。

 専門性が表に出て見える。
 研究者とのやりとり(engagement)
を中心に場所(space)の構築を企画す
る。

 Data curation, Digital Humanities
などの新サービス提供

OCLC L. Dempsey氏から引用



コレクション・蔵書の意味とアクセスの変化?

 電子資料
 Controlled Digital Lending (CDL)

 Open Access Resources

 数でも利便性でも電子資料が極端に少ない資料、例えば、日本研究資料の今後?
 永久アクセスのない電子書籍に頼っていけるのか?
 ⾧期視野にたった「コレクション」とは?

 統計分析をもとに蔵書構築を見直す傾向。
 当館ではTablauという統計分析ソフトを導入し、今後の電子資料の選択と
印刷資料とのバランス等、蔵書構築を再検討する計画。再検討の基準は?

 削減された予算をどうコレクションやサービスに活かしていくのか?

このような傾向が促進する環境での図書館サービスとは何なのか?
大学図書館間で協力していけることは?



パネルディスカッションで
考えましょう

ご清聴ありがとうございました

ハワイ大学マノア校図書館
バゼル山本登紀子

<tokiko@hawaii.edu>


